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No.

76

市税
92億1,290万円
33.9%

補助・交
付金など
31億8,577万円
11.7％

その他
26億1,474万円 9.6％

借入金返済（公債費）
30億1,705万円 11.1％

建設・整備費・負担金など
43億3,489万円 16.0％

委託・使用料・補修費
33億2,232万円

12.2％

地方交付税
（※1）
 38億
1,100万円
  14.0％

国庫支出金
（※2）
41億
200万円
15.1％

市借入金
39億8,940万円 14.7％

人件費
47億7,667万円
17.6％

福祉費（扶助費）
58億9,057万円
21.7％

市税
92億1,290万円
33.9%

補助・交
付金など
31億8,577万円
11.7％

その他
26億1,474万円 9.6％

借入金返済（公債費）
30億1,705万円 11.1％

建設・整備費及び負担金など
43億3,489万円 16.0％

補修費など
33億2,232万円

12.2％

地方交付税
（※1）
 38億
1,100万円
  14.0％

国庫支出金
（※2）
41億
200万円
15.1％

※1=市が自由に使える国
　　 からのお金
※2=使い道が定められた
　　 国・県からのお金

市借入金
39億8,940万円 14.7％

人件費
47億7,667万円
17.6％

福祉費（扶助費）
58億9,057万円
21.7％

県支出金（※2）
22億1,610万円 8.2％

繰入金・繰越金
11億3,030万円 4.2％

収入

支出
271億4,200万円

分担金・負担金・使用料・手数料
5億9,358万円 2.2％

譲与税・交付金
15億6,100万円 5.8％

諸収入・財産収入・寄付金
5億2,572万円 1.9％

当
初
予
算「
２
７
１
億
４
２
０
０
万
円
」を
可
決

平成27年度　一般会計当初予算

看護師を夢見て“看護学校入学式”看護師を夢見て“看護学校入学式”

　

３
月
定
例
会
（
第
３
６
４
回
）
は
、
３
月
２

日
開
会
、
３
月
24
日
閉
会
の
23
日
間
の
日
程
で

行
い
ま
し
た
。
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
平
成
27

年
度
当
初
予
算
10
件
、
条
例
16
件
、
一
般
議
案

１
件
、
補
正
予
算
11
件
、
人
事
案
件
４
件
、
意

見
書
提
出
な
ど
に
か
か
る
議
員
提
出
議
案
３

件
で
す
。
こ
れ
ら
の
議
案
は
本
会
議
・
予
算
特

別
委
員
会
・
常
任
委
員
会
で
審
議
し
、
45
議
案

を
可
決
ま
た
は
同
意
し
ま
し
た
。
３
日
間
の
一

般
質
問
で
は
、
９
議
員
が
登
壇
し
市
政
全
般
に

わ
た
る
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
な
お
、
平
成
27

年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
に
つ
い
て
は
、
議
会

へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
（
※
1
）
導
入
に
関
す

る
予
算
減
額
を
求
め
る
修
正
動
議
（
※
2
）
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

補
正
予
算
は
、
一
般
会
計
で

５
億
８
９
９
０
万
円
の
増
額
補
正
を
行

い
、
増
額
後
の
平
成
26
年
度
一
般
会
計

予
算
総
額
は
２
７
３
億
９
５
０
０
万
円
。

他
会
計
で
は
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

の
３
８
１
３
万
円
の
減
額
、
介
護
保
険

特
別
会
計
の
１
億
２
２
２
４
万
円
の
減

額
な
ど
と
な
り
ま
し
た
。

◎構成比率は万円未満四捨五入のため、合計が合わない場合があります。

※ 1「タブレット端末」･･･ キーボードがなく、画面をタッチして操作を行うコンピューター
※ 2「修正動議」･･･ 原案の内容の変更を求めて行う提議

編集／議会広報特別委員会　発行／名張市議会 ● 三重県名張市鴻之台1‐1   63‐7834～5   64‐8870 gikai@city.nabari.mie.jp

なばり市議会だより
平成27年4月

市議会の動きをコンパクトにまとめてお伝えします。今号は　　　　　　　　　　　　　　の定例会をクローズアップ6 月    9 月   12 月　3 月



なばり市議会だより 2015 年（平成 27年）4月 19日日　4

平
成
27
年
４
月
か
ら
、
要
支
援

１
、２
の
通
所
介
護
・
訪
問
介
護

が
介
護
保
険
か
ら
切
り
離
さ
れ
、

ま
ち
の
保
健
室
を
中
心
と
し
た

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
委
ね
る

地
域
支
援
事
業
に
移
行
さ
れ
る
。

移
行
時
期
は
い
つ
ご
ろ
を
予
定

し
て
い
る
の
か
。
介
護
保
険
料

が
上
が
る
一
方
で
、
サ
ー
ビ
ス

低
下
に
つ
な
が
る
。
移
行
時
期

を
遅
ら
せ
て
、
こ
れ
ま
で
と
同

じ
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
求
め
る
。

● 

福
祉
・
介
護

介
護
保
険
の
充
実
求
む

Q
10
月
か
ら
順
次
移
行

A

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
障
害
を
理

由
と
す
る
差
別
に
当
た
る
の
か
。

社
会
全
体
で
認
識
を
共
有
し
、
全

て
の
国
民
が
障
害
の
有
無
に
よ

っ
て
分
け
隔
て
な
く
共
存
す
る

社
会
の
実
現
に
向
け
、
平
成
25
年

６
月
、「
障
害
を
理
由
と
す
る
差

別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法

律
」
が
制
定
さ
れ
た
。
28
年
４
月

１
日
か
ら
の
施
行
に
向
け
て
、
本

市
に
も
条
例
を
つ
く
る
べ
き
。

障
害
者
差
別
の
解
消
へ

Q
特
色
あ
る
条
例
を

A

AQ＆ 9 議員の質問と、市長などの答弁をご紹介します（一部抜粋）。
掲載内容は議員から提出された原文を尊重して、編集しています。

一般質問

田
北 

利
治 

議
員

日
本
共
産
党

富
田 

真
由
美 

議
員

公
明
党

● 

産
業
・
財
政

国
の
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
の

「
地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
の

た
め
の
交
付
金
事
業
」
は
、
地

域
消
費
喚
起
・
生
活
支
援
型
の

２
５
０
０
億
円
と
地
方
創
生
先

行
型
の
１
７
０
０
億
円
が
あ
る
。

こ
の
交
付
金
の
名
張
市
へ
の
交

付
額
と
今
後
の
事
業
計
画
は
。

緊
急
経
済
対
策
交
付
金

Q
1.5
億
円
を
有
効
活
用

A

も
の
づ
く
り
は
、
文
化
を
支
え
、

産
業
に
刺
激
を
与
え
る
。
ま
ち
づ

く
り
で
あ
り
、
人
づ
く
り
で
も
あ

る
。
名
張
の
伝
統
的
産
業
の
継
承

や
、
新
し
い
産
業
の
創
造
の
た
め

に
、
名
張
も
の
づ
く
り
条
例
の
制

定
を
提
案
す
る
。
こ
の
条
例
に
よ

り
、
地
域
資
源
を
活
用
し
、
産
業

振
興
に
役
立
て
る
と
と
も
に
、
技

術
の
伝
承
や
、
後
継
者
育
成
を
し

て
い
く
べ
き
だ
。

も
の
づ
く
り
条
例
を

Q
制
定
を
目
指
す

A

幸
松 

孝
太
郎 

議
員

心
風
会

川
合 

滋 

議
員

春
風
会

認
知
症
の
人
が
住
み
慣
れ
た
良

い
環
境
の
中
で
生
活
で
き
る

よ
う
に
と
、
平
成
27
年
１
月
に

各
省
庁
が
連
携
し
「
新
オ
レ

ン
ジ
プ
ラ
ン
」
が
策
定
さ
れ

た
。
当
市
の
進
捗
状
況
を
問
う
。

認
知
症
へ
の
正
し
い
知
識
を
持

ち
支
援
で
き
る
「
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
」
の
養
成
に
取
り
組

み
、
現
在
５
５
９
６
人
が
認
定

を
受
け
て
い
る
。
薦
原
小
学
校

や
、
す
ず
ら
ん
台
小
学
校
の
４

年
生
の
児
童
に
「
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
開
催
し
、

人
権
教
育
に
も
役
立
て
て
い
る
。

認
知
症
の
人
の
安
全
対
策
と
し

て
、
行
方
不
明
防
止
の
た
め
の

Ｇ
Ｐ
Ｓ
（
※
）
の
貸
し
出
し
や
、

地
域
で
の
見
守
り
強
化
に
努
め

て
い
る
。
偏
見
を
無
く
し
、
住

み
慣
れ
た
ま
ち
で
と
も
に
生
活

で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
す
。

認
知
症
対
策
に
つ
い
て

Q
共
生
で
き
る
社
会
へ

A 豊
岡 

千
代
子 

議
員

清
風
ク
ラ
ブ

市内で1人となった火縄作り

27
年
度
中
の
条
例
制
定
に
向
け

取
り
組
ん
で
い
く
。
要
領
策
定

や
、
障
害
者
差
別
解
消
支
援
地

域
協
議
会
の
設
置
を
進
め
、
障

害
者
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め

の
啓
発
や
広
報
活
動
・
研
修
な

ど
を
実
施
す
る
。
本
市
の
特
色

を
生
か
し
た
条
例
に
す
る
予
定
。

こ
の
ま
ま
で
は
高
齢
者
が
増
え

て
給
付
金
が
不
足
す
る
。
早
く

移
行
す
れ
ば
国
か
ら
の
交
付
金

の
対
象
に
な
る
た
め
、
今
年
の

10
月
か
ら
、
受
け
入
れ
態
勢
が

で
き
た
地
域
か
ら
順
次
移
行
す

る
。

※「ＧＰＳ」･･･ 人工衛星を利用して、自分のいる場所を測位するシステム

交
付
限
度
額
は
1.5
億
円
と
国
か

ら
示
さ
れ
て
い
る
。
生
活
支
援
型

は
、
消
費
喚
起
効
果
が
高
い
と
推

奨
さ
れ
て
い
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付

き
商
品
券
と
し
、
別
途
、
子
育
て

世
帯
を
応
援
す
る
特
別
な
商
品

券
の
発
行
も
検
討
し
て
い
る
。
地

方
創
生
先
行
型
は
、
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
に
さ
ら
な
る
重
点
を

置
き
な
が
ら
地
方
創
生
に
向
け

た
先
行
的
取
組
み
を
考
え
て
い

る
。こ
れ
ら
に
係
る
補
正
予
算
は
、

平
成
26
年
度
内
に
提
案
し
て
い

く
。

伝
統
的
産
業
、
文
化
と
し
て
伊

賀
焼
・
火
縄
・
組く

み
ひ
も紐
・
伊
賀
酒

な
ど
が
あ
る
。
伊
賀
米
コ
シ
ヒ

カ
リ
は
４
年
連
続
特
Ａ
だ
。
独

自
の
技
術
を
持
つ
企
業
も
多
い
。

名
張
の
産
業
振
興
、
伝
統
文
化

芸
術
の
継
承
の
た
め
に
も
、
も

の
づ
く
り
条
例
の
制
定
は
意
義

の
あ
る
こ
と
と
承
知
し
て
い
る
。

制
定
に
向
か
っ
て
ス
ピ
ー
ド
感

を
も
っ
て
取
り
組
み
た
い
。
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平
成
26
年
度
も
一
般
会
計
に
お

い
て
５
億
円
を
水
道
事
業
会
計

か
ら
借
り
入
れ
て
お
り
、
27
年

度
予
算
か
ら
も
財
政
状
況
は
非

常
に
厳
し
い
状
況
が
見
て
取
れ

る
。
引
き
続
き
行
財
政
改
革
に

も
取
り
組
ん
で
い
た
だ
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
抜
本
的
に

本
市
の
財
政
の
建
て
直
し
を
図

る
た
め
、
市
民
に
超
過
課
税
の

負
担
を
お
願
い
す
る
べ
き
だ
。

● 

産
業
・
財
政

森
脇 
和
德 
議
員

心
風
会超

過
課
税
に
つ
い
て

Q
導
入
に
向
け
て
検
討

A

教
育
委
員
会
は
、
中
学
校
給
食

実
施
に
向
け
、
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

実
施
方
式
と
実
施
時
期
は
。

阪
本 

忠
幸 

議
員

公
明
党中

学
校
給
食

Q
実
施
に
向
け
て
検
討

A

地
域
医
療
の
再
生
に
向
け
、
伊

賀
地
域
の
三
輪
番
制
や
二
次
救

急
医
療
体
制
の
今
後
の
構
想
は
。

常
俊 

朋
子 

議
員

清
風
ク
ラ
ブ

地
域
医
療
に
つ
い
て

Q
伊
賀
地
域
の
連
携
強
化

A

輪
番
制
を
続
け
て
い
く
中
で
、

伊
賀
市
の
当
番
日
で
あ
っ
て
も

名
張
市
立
病
院
の
受
入
日
を
増

や
し
、
さ
ら
に
時
間
と
の
勝
負

で
あ
る
脳
卒
中
と
心
臓
疾
患
に

関
し
て
は
、
優
先
的
に
受
け
入

れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

救
急
医
療
の
充
実
を

Q
改
善
に
向
け
努
力
す
る

A

● 

教
育
・
医
療

本
市
は
財
政
非
常
事
態
宣
言
中
で
あ
り
、

平
成
28
年
度
新
た
な
市
民
負
担
を
考
え
て

い
る
と
聞
く
。
政
策
の
優
先
順
位
を
し
っ

か
り
と
持
つ
べ
き
だ
。
こ
の
よ
う
な
時
期

に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
は
い
か
が
か
。

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
※
）
化
を

否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
時
期
尚
早
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入

Q
検
証
は
こ
れ
か
ら
だ

A

AQ＆ 質問その他

浦
﨑 

陽
介 

議
員

無
会
派

平
成
27
年
度
か
ら
、
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
制
度
が
変
わ
る
。
保
育
料
の
算
定
も
変

わ
り
国
の
試
算
で
は
値
上
が
り
と
な
る
。

第
３
子
以
降
（
３
歳
未
満
）
の
保
育
料
無

償
化
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
一
人
目
か

ら
の
保
育
料
を
決
し
て
値
上
げ
し
な
い
よ

う
求
め
る
。

保
育
料
の
算
定
は

Q
値
上
げ
は
し
な
い

A

柏 

元
三 

議
員

無
会
派 

三
原 

淳
子 

議
員

日
本
共
産
党

新
た
な
財
源
確
保
策
に
つ
い
て

は
検
討
を
し
て
い
る
最
中
だ
。

導
入
時
期
や
手
法
に
つ
い
て
は

説
明
責
任
を
果
た
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
早
い
段

階
で
議
会
と
市
民
に
お
示
し
を

し
た
い
。

国
は
、
公
立
病
院
の
再
編
や
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
伴
う
整
備
へ

の
財
政
措
置
や
運
営
に
か
か
る

地
方
交
付
税
措
置
の
算
定
基
礎

を
見
直
す
方
向
で
検
討
中
。
今

後
、
県
が
策
定
す
る
地
域
医
療

構
想
ビ
ジ
ョ
ン
と
の
整
合
を
図

り
、
新
た
な
病
院
改
革
プ
ラ
ン

を
策
定
し
、
経
営
改
善
に
取
り

組
ん
で
い
く
。
救
急
医
療
体
制

に
つ
い
て
は
、
伊
賀
地
域
全
体

で
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
将
来

的
に
は
、
岡
波
総
合
病
院
と
上

野
総
合
市
民
病
院
が
機
能
分
担

し
、
伊
賀
市
と
名
張
市
で
二
輪

番
制
を
行
う
。

現
在
、
水
曜
日
に
岡
波
総
合
病

院
が
当
番
の
日
に
合
わ
せ
て
、

名
張
市
立
病
院
も
受
け
入
れ
を

行
っ
て
い
る
。
医
師
の
確
保
充

実
に
よ
っ
て
状
況
が
整
え
ば
、

さ
ら
に
受
け
入
れ
可
能
と
考
え

る
。
早
期
に
処
置
を
受
け
な
け

れ
ば
命
に
関
わ
る
病
気
の
治
療

に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

議
会
で
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
よ
る
コ
ス

ト
削
減
効
果
は
約
２
５
０
万
円
で
あ
り
導

入
を
進
め
る
。
執
行
部
で
の
検
証
は
こ
れ

か
ら
だ
。

子
育
て
が
し
や
す
い
社
会
経
済
環
境
の
整

備
を
図
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
市
で
は
保
育

料
を
国
基
準
よ
り
も
低
く
し
て
き
た
。
新

制
度
に
な
っ
て
も
値
上
げ
は
し
な
い
。

現
在
弁
当
持
参
を
原
則
と
し
て

い
る
が
、
平
成
17
年
11
月
か
ら

注
文
弁
当
も
開
始
し
て
い
る
。

全
国
の
中
学
校
給
食
の
実
施
率

は
、
24
年
度
で
約
８
割
。
保
護

者
か
ら
の
要
望
も
強
く
、
27
年

度
中
に
学
校
関
係
者
・
保
護
者

の
代
表
で
検
討
委
員
会
を
立
ち

上
げ
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や

先
進
事
例
の
視
察
を
行
い
、
年

度
末
を
目
途
に
実
施
方
式
に
つ

い
て
意
見
を
集
約
し
導
入
時
期

を
確
定
す
る
。

※「ICT」（Information and Communication Technology）･･･ 情報通信技術
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教育民生委員会

産業建設委員会

議会運営委員会

視察目的　介護支援いきいきポイント制度、ごみの減量化の取組み、
　　　　　いのちをつなぐネットワークの取組みについて
視 察 先　岡山県倉敷市、岡山県岡山市、福岡県北九州市
視察期間　1月28日水～30日金

視察目的　自転車利用環境整備基本計画、エコ住宅建築促進総合支援
　　　　　事業、新規創業者育成支援事業について
視 察 先　熊本県熊本市、熊本県水俣市、鹿児島県鹿児島市
視察期間　1月14日水～16日金

視察目的　議会改革について（タブレット端末の活用について）
視 察 先　岐阜県関市、埼玉県飯

はんのう

能市
視察期間　平成26年11月18日火～20日木

　久留米市は消防の広域化を先進的に行っており、国の財政支援を生
かし住民サービスの向上を果たしている。広域化の進め方や考え方に
は大いに参考とすべきことが多く、名張市における広域化の参考とす
べきである。
　えびの市は「来

き
ゃんせえびの」のＨＰを開設するとともに専門の課

を設け定住政策を進めている。えびの市の行っている施策はもとよ
り、課題となっている案件も名張市と共通することが多いことから、
今後の名張市の定住施策に提案したい。
　八代市は地域ＳＮ
Ｓである「ごろっと
やっちろ」を開設
し、地域活性化を図
っている。市内の市
民公益活動を活性化
し、成熟を図るため
に導入を検討すべき
だ。

　倉敷市のポイント制度は、高齢者が積極的に地域へ貢献することを
奨励し、支援する仕組みだ。ボランティア活動の実績に応じてたまった
ポイントを換金できる本制度は、社会参加を通して、健康増進が図ら
れるため年々登録者も増加していて、非常に参考になった。
　岡山市では、産官学民の研究会が、生ゴミ減量化ハンドブックを作
成し市民にごみ減量化を啓発している。好事例の減量化の取組みとし
て学ぶことができた。
　北九州市の民生委員
の活動は、いのちをつ
なぐネットワーク課の
設置や福祉協力員との
連携強化などにより地
域での見守りができて
いる。このような仕組
みを今後の市における
民生委員の負担軽減策
として提言していきた
い。

　熊本市では、自転車交通量が多
く、放置自転車対策、利用者のマナ
ー向上など、自転車の利用環境改善
などの必要性に着目し、「自転車で
おでかけしたくなるまちづくり」を
基本理念とした自転車利用環境整備
基本計画を推進している。　
　水俣市は、市の気候風土に合った
快適な住環境づくりのため、地元の資源を活用してつくる「環境配慮型
住宅」を建築・購入する場合、費用の一部を補助している。
　鹿児島市では、新規創業者等育成支援業務を地元の金融機関に委託
し、新規創業者などの育成・支援のための起業者支援アドバイザーを配
置するとともに、24時間活動可能なオフィスの貸し出しなどの支援制度
が充実していた。いずれの施策も非常に参考になる取り組みであった。

　関市議会では、議員提案で平成25年2月以降、段階的にタブレット
端末を導入し、定例会や各委員会などの会議資料を完全ペーパーレス
化することに成功している。また、議会内の情報伝達や各種資料の情
報共有化をはじめ、スケジュール管理やカメラ機能の活用など、事務
の効率化、コスト削減を推進している。
　飯能市議会では、平成24年4月から全議員にタブレット端末機を配
布し、議会運営委員会や代表者会議のペーパーレス化を実施し、本会

議だけではなく、危機管理上
の緊急連絡や、政務活動など
にも活用している。
　いずれの議会もタブレット
端末の活用により事務の効率
化やコスト削減、ＩＣＴ化に
力を入れており、名張市でも
今度の参考としていきたい。

視察報告
総務企画委員会
視察目的　消防広域化、定住促進、
　　　　　地域ＳＮＳ（※1）・ポータルサイトについて
視 察 先　福岡県久留米市、宮崎県えびの市、熊本県八

やつしろ

代市
視察期間　1月19日月～1月21日水

広報特別委員会
視察目的　タブレット端末導入とクラウド（※2）情報共有システムについて
視 察 先　東京都立川市
視察期間　平成26年11月12日水～13日木

　立川市議会は、議会資料のペーパーレス化、事務作業や会議の効率
化を目的として平成26年9月1日からタブレット端末などを導入して
いる。導入までのスケジュール、使用基準、導入経費など留意すべき
点について学ぶことができた。実際にタブレット端末を使って、クラ
ウド情報共有システムを操作体験させてもらい、資料差し替え時の事
務量の軽減や資料管理の利便性があると感じた。
　本市議会においても、27年度中にタ
ブレット端末などを導入することにな
っており非常に参考になった。また、
市議会だよりの「題字デザイン」を
募集したり、目の不自由な人のために
カセットテープ版、CD（デイジー規
格）版「声の議会報」を作成し、希望
者に郵送したりしている。情報発信の
強化や工夫に活かしたい。
※ 1「ＳＮＳ」（Social Networking Service）･･･ インターネット上で人同士のつながりを電子化するサービス
※2「クラウド」･･･ データをインターネット上に保存し、自宅、会社などからアクセスできるサービス
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ご意見・ご要望をお待ちしています

 市議会の情報はホームページやフェイスブックでも

 議会広報特別委員会（議会事務局 63‐7834）

▼平成27年度住宅新築資金等貸付事業特別会計予算▼平成27年度東山墓園造成事業特別会計予算▼平成27年度農業集落排水事業特別会計予算▼平成27年度
公共下水道事業特別会計予算▼平成27年度病院事業会計予算▼平成27年度水道事業会計予算▼みえ森と緑の県民税市町交付金基金の設置、管理及び処分に関
する条例の制定▼郷土資料館の設置及び管理に関する条例の制定▼行政手続条例の一部改正▼職員の退職手当に関する条例の一部改正▼手数料徴収条例の一
部改正▼消防団に関する条例の一部改正▼体育施設使用条例の一部改正▼市道路線の認定▼平成26年度一般会計補正予算（第6号）▼平成26年度住宅新築資
金等貸付事業特別会計補正予算（第1号）▼平成26年度東山墓園造成事業特別会計補正予算（第1号）▼平成26年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第
2号）▼平成26年度公共下水道事業特別会計補正予算（第2号）▼平成26年度国民健康保険特別会計補正予算（第3号）▼平成26年度介護保険特別会計補正
予算（第4号）▼平成26年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）▼平成26年度病院事業会計補正予算（第1号）▼平成26年度水道事業会計補正予算
（第2号）▼平成26年度一般会計補正予算（第7号）▼監査委員の選任同意▼教育委員会委員の任命同意▼固定資産評価審査委員会委員の選任同意（２件）▼
（議員提出議案）市議会委員会条例の一部改正▼（議員提出議案）難病対策の充実等に関する意見書の提出▼（議員提出議案）ドクターヘリの安定的な事業
継続に対する支援を求める意見書の提出

①平成27年度一般会計予算
②平成27年度一般会計予算（修正案）
③▼平成27年度国民健康保険特別会計予算▼平成27年度介護保険特別会計予算▼平成27年度後期高齢者医療特別会計予算▼特定教育・保育施設及び特定地
域型保育事業の利用者負担に関する条例の制定▼地域包括支援センターにおける包括的支援事業の実施に係る人員等に関する基準を定める条例の制定▼指定
介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の制定▼地方教育
行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定▼保育の利用等に関する条例の一部改正▼介護保険
条例の一部改正▼指定地域密着型サービス
の事業の人員、設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部改正▼指定地域密着型
介護予防サービスの事業の人員、設備及び
運営並びに指定地域密着型介護予防サービ
スに係る介護予防のための効果的な支援の
方法に関する基準を定める条例の一部改正
▼職員の給与に関する条例の一部改正

表
決
が
分
か
れ
た
議
案

豊
岡

※議長は採決に加わりません。　○は賛成した議員、×は賛成しなかった議員

浦
﨑

森
脇

福
田

三
原

阪
本

山
下柏 川

合
富
田
細
矢

永
岡

田
北

常
俊
森
岡

足
立

柳
生

幸
松

会派 無会派 心風会日本共産党 公明党 清風クラブ

×× ◯ ◯ ◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯××

議
員
名

春風会
𠮷
田

×① ◯×
×◯ × × × ×× ×× ×× ×× ×◯×◯② ×◯
×◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯ ◯◯×◯③ ◯◯

第 364回定例会　審議結果

全
会
一
致

6月6月6月
6月 11日木
16日火
17日水
18日木
19日金

開会
一般質問
一般質問
一般質問
補正予算

22日月
23日火
24日水
29日月

総務企画委員会
教育民生委員会
産業建設委員会
採決

開会時間は午前10時からです。ぜひ、傍聴にお越しください。
議会の日程　  ※予定を変更する場合があります。

平成26年度議会報告会
～多数ご参加をいただきました～

　12 月 13 日～１月
24 日、市内 15 地域
で行った議会報告会で
は、計 318 人の皆さ
んにご参加をいただき
ました。ありがとうご
ざいました。
　議会報告会では、議員から議会の仕組みや定例会での審議内容につ
いて報告し、各地域の皆さんからは、議会や市政運営・地域の課題な
どについて、さまざまな意見や質問がありました。
　市議会に関しては、議会の仕組みや議決方法、各常任委員会の所管など
についての質問や、議員の資質や議員報酬削減など、議会報告会の運営方
法については「議員それぞれの考えをもっと聴きたい」「質疑の時間が少
ない」「今後も議会報告会を開催してほしい」などの意見がありました。
　いただいた意見などは今後の議会活動や市政への提言などに活かし
ていきます。また、引き続き議会報告会を開催していきますので、今
後もご協力をいただきますようよろしくお願いいたします。

市政に対してのご意見など

市立病院の経営状況および輪番制、ごみのリサイクル、環境推進員の
廃止、汚水処理・下水道計画及び分担金、市立小中学校の適正規模・
適正配置の後期計画、教職員の充実、10万人都市に向けて、ゆめづ
くり協働事業交付金の削減、地域活性化やコミュニティビジネス推進、
地方創生交付金による名張の活性化、不当要求行為の防止等に関す
る条例制定、市長・副市長の給料減額、住民票などのコンビニ交付、
市の女性進出状況、待機児童の現状、防災訓練、観光資源の活用、
市財政状況、固定資産税の引上げ、地方交付税の減額、介護保険給
付費の削減　など

◆議会報告会の各班からの報告書をＨＰに掲載しています。
　【掲載ページ】名張市ＨＰ＞市議会＞平成２６年度　議会報告会報告書

もっと身近
に

　各定例会の開会から閉会まで、本
会議の全日程がＣＡＴＶ（アドバンス
コープ 203ch）で生中継されていま
す。
　また、生中継を見れなかった人も、
インターネットで録画配信をご覧いた
だけます（おおむね1週間後の配信）。

「議会録画中継」 パソコンでも！スマホでも！

議会議会
録画中継中中中中中中中中中継継継継継継継継継継継継継継継継中中中中中中中中中中中中中継継継継継継継継継継継継継継継

　議会録画中継をご覧いただくには、名張市議会ホームページ（市ホーム
ページから名張市議会をクリック）の左上バナーをクリックしてください。

もっと近く
に、 名張市議会

名張市議会、名張市議会事務局（市役所ホームページ内）のホームページからアクセス
できます。  http://www.city.nabari.lg.jp/110/index.html
また、フェイスブックページでは、開かれた議会に向けて、名張市議会に関
する情報を随時掲載しています。
フェイスブックアドレス　 https://www.facebook.com/nabarishigikai


